

















































































































































































































































































































































































































































































































































　　　人｝納　　ξuu　6w　　 　　　 　　　　500　　　以L　　 　朽∪
　　　　　　　　　　標　　　　；ジξ
考えられる。腐朽係数を用いてこの汕係をみると落4ぷ
のとおりで，この図だけではそのような閲係を認あがた
い。しかし，200～300m恒でやや老朽化がにぶり，400
～500mの階層でやや進んでいることと，竿5図に示し
た1戸あたりまたは1人あたりの農家所得とのぱ1係が同
じ傾向1こあることを考えあわせると，　搭1高差よりも1、蓋
済条件の影響が強くあらわれているということができ
る。
　第6表はこの経済条件の影響を除くため，講査農家数
の多い耕地規槙0．5～1．0｝祖とユ．0～ユ．5haの1触．1を
とりだして統ばと老朽化釧周係をみようとしたものであ
るが，情じ耕辻規模ぴでも所得に間きがあつて｝鍔笛な関
係がでてこない。平均所得が低く，階己内の開きが比ll糞
＼．．纏患規捗、　0．5～1、0］ユa　l1．0～1．5ha
擦醐＼_願1㌫三係数1露顕扁逐薮
　　　　　　　　　フ〃］i　　　ンク　　万［1］1　　　％
ヱ00m疑；1：lli
100～200m；2。。～3甑i
300　～　400n⊃　i
　　　　　　i400～500m
500m以　1：　ざ
19．1　　　159．5
16．6　i　172．9　｝
　　　14．9　　163．7
14．5　；　］89．3　i
13・7i162・5…
16．6　　　200．0
17．6i
19．0
18．7
19．71
14．31
24．7
　　ξ
139．5
163、9
189，3
146．0
169．0
83．4
（注）関朽係たぐは二i二台，；1三とも0．4以上に該当する農
　　家∴汚　）合汀D烏承県は農家旧『得が不ぴ」のため
　　ぶく
的小さいO，5～1．Ol職主1ではちる程ぽ穣高との関係が認
められるようだ二
　（5）　簸」或ばと老朽fヒの関｛系
　いままでの見察では中因と踏］を一多舌してのべてきた
が，つぎに両地方間の｛主宅老朽化の差を考えてみる。
　経済条件の上からは㌻3表に示したように詞τ1地方は
中国地方にくらべて農家r靖尋がやや低いので，これから
捨して｛獲国地方の老］：5化がより進んでいると予想された
が，この躍査資科では第7表に承すとおり土台，柱とも
全毅的に川パ已方の老朽化が進んでいる。これは愛媛県
と高知県の老朽ピがぷ家ψ↑怨に比しておくれているため
にあらわれた結製である。しかし，第3図では1項阿地方
の老朽窪がやや遜んでいることを不しているので，これ
iう地域差の間ノ占、こつし・てはぷ乳．iな詞査資＊〉｝を集めないと
£
ξ
パ村における木メ辻亘相⑰老朽」ξパ1亘（ぎ～2報） （77）
ゾ7式　鎮別にみた佐陥乞朽／ヒの｝1．乏（1959ノ，）
　　　＼＼　　＼＼項　　｝1
県嘉＼＼
　　　　　　　s＼
・パ‡
　フ川！じ一4
地1岡川
方ぱ均
農　家　腐朽係数0．6以上の彦モ法
所　得　ニヒ　台｛
・　　万｝IP　　　彩ゴi
…不明…43・1i
i　18．6　　　59．］L　i
｛16．2155．gl
ヲ　　　　　　　　ミ　　　　　　　　ミ
　19．2　　i　48．3
18．oi5上6…
　　　　ロi 18．3　1　54．O
i　　　　，　　　　・
柱　　合　計
　　　　　　元
　　　　　87．744．6
48．5　　　　107．6
54．3　　　110．2
67．8　　　116．1
45．2　　　　96．8
55．2　　　　109．2
｛ぼ
国1
陸1
方、
　1
徳　島　　　16．6
芥　　∫日　　i　13．3
愛妓116．9
口知12・．2
5Fこ　］力　　　　17．9
1
　8］．．2　　　　75．5
　72．0　　　　74．2
　21．8　　　25．6
35．7　　　　37．3
156．？
146．2
47．4
73，0
（注）中拍地方の平均には」4取県を合まない。
疋しい琉論を下すことができないc
　なお，ヱ961年反からの老朽｛主宅新築細助対ぷ農家数の
詞合は中川地方がかなり両い（便1｛i：上1949年反までの入
桓玖在戸数（3）に君する割合壷求めると，　lii困壇方11．2
％，い川足方2、1免）。この数召こあらわれたように中
国地方のし朽化が1了dl］地方より進んでいることが］らこで
あるとすれば，剖｛ijぷの㌦i1］と手〕ミi二のレギが苗要な老朽
化三：囚の一つ礼なつているといえる一
　　　　　　　　、Lおわりに
　獅査資ぶの閲係から大ざつばな榿察にならごるをえな
かつたが，中・W持爾壇方とも｝｛il了τ1地｛｝工のと朽化が戊，三
常に進んでおり，それが：｝。もに所幻］（準の低さシこ起囚し
ていることが分つた。もつとも，一ぷ震家でさえ注にの
維持，ダ誠がなされにくいいが蝋已，人輻弛め1七山
；：パ桔とかその後の営農のぷ展状況，生1亡水鰹13）など
から推して，闇拓地筏宅のいちじるしい老朽｛ヒえ容易に
想像のできるところであつた。
　この対策としては，まず経済条倖の向上を期すること
が先決であるが，直接的には老朽化の激しし・ぷ険住宅の
甲急な新改築がなされなければならない・幸い関係当幻
でもこの］1態を重擬して，1961乍11月；こは閲拓営農振議
会の答川もなされたし，同年廷から老朽fl三こへの新築補
助も実痘に移されている。また，農村注c全般の老朽化
ヌぷ哀（14）もたてられつつある。
　そこでこの蔭，径人から開拓地任てiの新築にあたつて
指摘されてきた｛三｜こ計1川や新築後の絹持，～ユ琵，補助全
などの門題点①（15）（均が］づトこ反映され，開拓勉佳亡と
しての真の践能が発揮されるよう希望しておきたい，
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